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べ
て
い
る
が
、
『
太
平
御
覧
』
に
記
載
さ
れ
た
『
文
子
」
の
胎
発
生
論

の
注
に
も
、
実
際
の
知
識
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
胎
観

察
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、
流
産
な
ど
で
胎
児
を
見
て
い
た
可
能
性
は

確
か
に
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
五
代
宋
金
代
は
運
気
論
や
仏
教
の
影
響

も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

私
た
ち
は
十
月
十
日
と
い
う
時
間
を
、
母
親
の
胎
内
で
過
ご
し
て
き

た
。
数
百
万
と
い
う
数
の
精
子
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
た
っ
た
一
つ
が
卵

子
と
出
会
い
着
床
す
る
。
着
床
し
た
ば
か
り
は
た
だ
の
細
胞
の
塊
で
あ

っ
た
私
た
ち
は
、
約
二
八
○
日
と
い
う
時
間
を
か
け
て
、
生
ま
れ
る
準

備
を
し
て
い
く
。
神
秘
的
な
胎
児
の
成
長
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
き
た

の
か
、
そ
の
歴
史
が
本
書
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

（
鈴
木
千
春
）

〔
思
文
閣
出
版
社
、
〒
六
○
六
’
八
二
○
三
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田

町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
二
○
○
六
年
三
月

二
五
日
、
Ａ
五
版
二
四
七
頁
、
定
価
二
八
○
○
円
（
税
別
）
〕

こ
の
本
の
著
者
は
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
の
近
く
で
開
業
し
て
お
ら
れ
る
。

標
傍
は
表
紙
に
あ
る
ご
と
く
、
大
腸
排
泄
科
で
あ
る
ら
し
い
。
最
近
、

横
浜
で
標
傍
科
目
に
「
乳
腺
」
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
監
督
官
庁
か
ら

厚
生
省
が
認
可
し
た
標
傍
科
目
の
中
に
乳
腺
は
な
い
故
こ
れ
を
削
除

三
枝
純
郎
著

『
肛
直
外
科
迫
害
史
』

せ
よ
と
命
じ
ら
れ
、
不
満
で
あ
る
と
裁
判
を
お
こ
し
た
が
決
着
は
一

八
年
秋
に
は
つ
い
て
い
な
い
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
さ
中
に
こ
の
本

を
手
に
し
た
か
ら
ま
ず
ド
キ
ッ
と
し
た
。

”
肛
直
外
科
“
と
い
う
名
称
は
、
一
般
に
い
う
直
腸
肛
門
科
で
あ

る
の
だ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
日
本
語
の
中
の
「
痔
」
と
「
肛
門
」
は

侮
蔑
差
恥
語
の
最
た
る
も
の
で
、
こ
れ
が
あ
る
た
め
に
患
者
さ
ん
の

原
始
的
蓋
恥
心
が
、
ど
れ
ほ
ど
無
意
味
に
煽
り
立
て
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
は
何
人
の
直
腸
や
大
腸
ガ
ン
の
方
が
早
期
受
診
の
機
会
を
失
い
、

致
命
的
結
末
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
。
こ
う
い
う
現
実
の
中

で
外
科
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
受
診
さ
え
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

ガ
ン
は
殆
ど
死
ぬ
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
よ
っ
て
ま
ず
第
一
に
「
痔
」

は
廃
止
・
抹
殺
、
「
肛
門
科
」
は
「
下
部
消
化
器
科
」
又
は
「
大
腸
排

泄
科
」
と
改
称
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
改
称
に
当
っ
て
患
者
さ

ん
に
国
際
的
な
学
識
を
得
て
も
ら
い
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
妄
言
な
ど
に

翻
弄
さ
れ
編
き
れ
な
い
正
し
い
理
解
を
得
て
も
ら
い
た
い
と
し
て
本

著
を
執
筆
さ
れ
た
。

”
尻
の
穴
も
身
の
う
ち
“
と
冗
談
め
か
し
て
笑
い
な
が
ら
話
す
の

で
は
な
く
、
「
ヒ
ト
が
ヒ
ト
で
あ
る
限
り
最
後
ま
で
付
き
纒
う
お
尻
の

病
気
」
を
正
面
か
ら
衆
知
し
て
も
ら
う
、
そ
の
た
め
に
本
著
は
書
か

れ
て
お
り
、
大
変
な
啓
蒙
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
目
次
を
か
か
げ
て
大
要
を
案
内
す
る
。

。
第
一
章

・
第
二
章

序肛
門
と
は
何
ぞ
や
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こ
の
案
内
を
書
い
て
い
る
小
生
は
、
著
者
三
枝
純
郎
氏
の
一
才
下

で
あ
る
が
、
氏
の
情
熱
に
は
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

ド
ー
ラ
ン
ド
医
学
大
辞
典
に
エ
ィ
ナ
ス
（
Ａ
ｎ
ｕ
Ｓ
）
な
る
語
は

さ
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
（
著
者
の
い
う
下
部
消
化
器

な
い
し
大
腸
排
泄
科
）
の
説
明
に
で
あ
る
。
代
り
に
直
腸
が
使
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
小
生
は
か
つ
て
泌
尿
器
科
を
七
ヶ
年
ほ
ど
学
ん

で
い
る
か
ら
、
毎
日
前
立
腺
の
直
腸
診
を
し
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、

、
第
三
章

，
第
四
章

・
第
五
章

・
第
六
章

・
第
七
章

・
第
八
章

・
第
九
章

．
第
一
○
章

・
第
一
一
章

・
第
二
一
章

第
一
三
章

第
一
四
章

第
一
五
章

第
一
六
章

第
一
七
章

日
本
人
の
三
大
業
績

士
口
五
口

も
手
小
言
口

今
は
昔

肛
門
（
科
）
が
極
度
の
蓋
恥
語
の
証
明

「
痔
」
と
は
何
ぞ
や

旧
ド
イ
ツ
医
学
の
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
音
痴
の
証
明

西
欧
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
正
史

本
間
事
件

ア
メ
リ
カ
の
大
躍
進

近
世
日
本
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
悲
惨
史

観
念
論
中
国
プ
ロ
ク
ト
ロ
キ
ー

三
大
肛
直
疾
患

在
来
診
は
想
像
診
諏
西
欧
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
の
歴

史
的
欠
陥
、
シ
ャ
ガ
ミ
＆
イ
キ
ミ
論
（
三
枝
純
郎
）

蓋
恥
心
と
外
括
約
筋
群

排
便
阻
止
三
段
構

天
然
痘
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
こ
の
病
気
に
は
痘
瘡
、
天
然
痘
、

庖
瘡
、
い
も
、
ま
め
、
椀
豆
瘡
な
ど
な
ど
、
多
く
の
呼
称
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
著
者
に
習
っ
て
痘
瘡
と
す
る
。
こ
の
病
気
の
呼
称
が
多
様

で
あ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
痘
瘡
は
人
々
に
非
常
に
身
近
な
存
在
で

あ
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
こ
の
痘
瘡
に
つ
い
て
川
村
純
一
先
生
が
前

作
「
病
い
の
克
服
ｌ
日
本
痘
瘡
史
」
に
続
い
て
、
こ
の
度
「
文
学
に

見
る
痘
瘡
』
を
上
梓
さ
れ
た
。

〔
羽
衣
出
版
有
限
会
社
、
静
岡
市
駿
河
区
敷
地
一
’
二
‐
１
丁
五
、
電
話

○
五
四
’
二
三
八
’
二
○
五
一
、
Ｆ
ａ
ｘ
同
じ
、
Ｂ
五
版
、
二
三
四

頁
、
カ
ラ
ー
写
真
八
頁
、
九
○
○
○
円
・
税
別
〕

肛
直
な
る
概
念
で
エ
イ
ナ
ス
に
指
を
差
し
入
れ
て
い
た
こ
と
は
な
い

し
、
外
括
約
筋
群
の
解
剖
生
理
を
考
え
な
が
ら
診
療
し
た
こ
と
も
な

い
。
ま
さ
に
恥
か
し
な
が
ら
で
あ
る
。
小
生
の
年
代
で
は
学
生
時
代

に
、
ヘ
モ
ロ
ィ
ド
の
硝
酸
銀
局
注
療
法
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ヅ
ド
氏
手
術

を
知
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
枝
氏
が
「
肛
直
管
」
を
声
を
大

に
し
て
さ
け
ば
れ
て
い
る
姿
に
驚
異
を
感
ず
る
し
、
氏
の
永
年
の
研

究
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
医
師
に
も
す
す
め
た
い
啓
蒙
的

な
専
門
書
で
あ
る
。

（
中
西
淳
朗
）

川
村
純
一
著

『
文
学
に
見
る
痘
瘡
』


